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協議会の進め方について 

○基本構想の位置づけ 

 

：建設方針、建設位置、概ねの規模 

 

：配置機能、敷地計画、概ねの機能配置、面積、概算工事費 

 

：設計図面作成、工事費の算定 

 

：工事発注に向けた図書作成、詳細工事費 

 

基本構想策定の目的は、新庁舎建設の是非について公式に決定するとともに、建設位置、概ねの規

模、建設の理念ともいうべき方針を定めることにあります。 

 

○検討の流れ 

  

基本構想 

基本計画 

基本設計 

実施設計 

（６）事業手法の検討 

 

（１）条件調査 

 

（２）課題分析 

 ①社会背景の整理 

②先行事例の整理 

（３）基本理念の設定 

 

③課題の抽出 

（４）必要機能、規模の検討 

 

③理念及び将来像の検討 

①上位計画における 
まちづくりの考え方の把握 

①必要機能の抽出・設定 

②行政改革大綱、行政改革
実施計画の整理 

（５）建設候補地の検討 

 

①現在地における建替え検討 

③施設規模の設定 

③評価項目の検討、建設候補地の評価・選定 

②事業手法の検討 

①事業費の算定 

③事業スケジュールの検討 

アンケート調査 

②未利用地の抽出、敷地条件の把握 

府中市庁舎建設基本構想策定。 

以後、建設基本計画、基本設計策定に移行。 

①各種資料による庁舎の現状整理 ②現況調査 

②庁舎に求められる役割・機能の検討 
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